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新潟薬科大学　薬学部　物理薬剤学研究室

飯村菜穂子

1. 新潟薬科大学薬学部物理薬剤学研究室

新潟薬科大学は，薬学部と応用生命科学部の2学部か
らなる薬，食を中心に先端バイオ技術を加味しながら
人々の健康を科学し，支えることを推進する全国でもユ
ニークな大学です。創立40年以上を誇り，近く50周年
を迎えようとしております。薬学部では高度な薬学の専
門性を修め，医療人たる崇高な倫理観と人間性を持つ地
域医療に貢献する薬剤師の養成を行っており，応用生命
科学部では食品，バイオ，環境分野における最先端科学
への貢献に大きく寄与する人材の育成を目指していま
す。それぞれの学部の持つ特徴を活かしながら学部の垣
根を越えた授業開講や共同研究も行われており，大学で
生まれた多種多様なシーズを地場産業の発展のため，実
用化につなげる産学官連携事業も盛んに行われていま
す。また本学は豊かな知的社会の実現，教育，文化の振
興を目標として地域，社会，各種教育機関と連携する教
育活動も積極的に取り組んでいます。
薬学領域において「薬剤学」は「物理薬剤学」と「生物
薬剤学」の二つの領域に分けられます。約10年前まで
は本学の組織は二つの専門領域を総合的に担当する研究
室として「薬剤学研究室」が設置されていましたが，研
究室の組織編成があり，2010年よりその研究室が二つ
に分かれ，「物理薬剤学研究室」と「生物薬剤学研究室」
として新たなスタートが切られました。筆者は，「物理
薬剤学研究室」を主宰することとなり（Figs. 1–3），主に
物理薬剤学・製剤学，香粧品科学，アロマセラピーの領
域を担当し現在に至っており，次世代を担っていく薬剤
師の育成，薬学を専門としながらさまざまなフィールド
で活躍していこうとする学生の教育に努めています。

2. 研究活動 1–6）

筆者はこれまで，洗浄，分散，乳化，可溶化等多様な
作用を持ち，薬剤，製剤領域において薬物安定化，溶解
性の改善等々の目的で広く使用される界面活性剤のさま
ざまな挙動に興味を持ち，その特性，薬物との相互作用

について分子レベルでの解明を行ってきましたが，ある
とき，micelle溶液から界面活性剤と薬物間に形成され
る結晶性の分子複合体を発見し，それらの分子配列，分
子複合体形成メカニズムについて X線を用いて明らか
にすることに成功しました。さらにそれらの物性，特性
についても詳細に検討を重ねた結果，薬物が界面活性剤
と分子複合体を形成することで，難水溶性薬物の水に対
する溶解性が改善されること，また熱，光，酸素等に不
安定な薬物との形成では，それらの安定性の向上につな
がることを見つけ，「薬物の界面活性剤との分子複合体
化」は，本来薬物単体が有する性質に新しい機能を付加

  

研究室紹介

Fig. 1. 研究室コンパの様子．

Fig. 2. 研究室の様子．

〒956–8603　新潟市秋葉区東島265–1　新潟薬科大学薬学部
E-mail: 飯村菜穂子（iimura@nupals.ac.jp），URL:http://iimura-physpharm.com/

トピック


